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研究成果の概要（和文）： 
 
全天Ｘ線観測監視装置「ＭＡＸI」が 2009年 7月に打ち上げられ、観測を開始した。本研究期
間中、MAXI は新天体を４つ発見した。また、突発天体や変動天体の報告を世界中に配信した
（ATEL: 62件、GCN: 17 件）。そして、数個のマグネターに対して常時監視する体制が整った。
また、全く予想外の出来事であったカニ星雲の GeV ガンマ線フレアと同時期にＸ線観測を行な
い、Ｘ線パルス成分に変化がないことを示した。GeV ガンマ線フレアの原因が Pulsar Wind 
Nebulaであるとする説を支持する結果である。 
 
研究成果の概要（英文）： 
MAXI (Monitor of All-sky X-ray Image) was launched on 2009 July and the mission started 
on. In this research period, MAXI discovered 4 new X-ray sources and detected transient 
and variable X-ray sources (62 ATELs and 17 GCNs). We also started the monitoring 
observation for a few magnetars. On the other hand, MAXI successfully observed the 
unexpected GeV gamma-ray flare of the Crab nebula. We showed that the X-ray pulsation 
of the Crab pulsar was unchanged. It supports that the flare originates from the pulsar 
wind nebula.  
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１．研究開始当初の背景 
 
全天Ｘ線モニターは、研究開始当初、「ＲＸ
ＴＥ」衛星のＡＳＭだけが稼働していた。し
かし、マグネターの候補天体はＲＸＴE Ａ
ＳＭの感度限界よりも暗いため、特別増光し

たときや、明るい１，２天体のみが観測対象
であった。ガンマ線バースト観測衛星
「Swift」も全天Ｘ線モニターの役割を果た
すが観測エネルギー帯域が高く、マグネター
の定常放射を常時モニターするには適して
いない。 
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そのため、本研究で開発を進め、２００９年
夏に打上げが予定されていた「ＭＡＸＩ」に
よる観測が期待されていた。 
 
一方、本研究に関連する研究に Kern & Martin 
による可視光パルスの検出があった。マグネ
ターは銀河面内にあるため、星間吸収を受け、
可視光よりも近赤外領域の方が明るい。我々
は、近赤外領域におけるパルス探索を行ない、
パルス振幅の世界最高感度の上限値 17% 
(90%C.L.) を得ていた。本研究ではそれを発
展させ、赤外偏光観測の準備を行なった。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、マグネターの放射機構の解明を
目指す。そのため、(1) すばる望遠鏡を用い
たマグネターの近赤外可視光、偏光パルス観
測。(2) 全天Ｘ線監視装置「MAXI」を用いた
マグネターのモニター観測、及び多波長観測
を行なう。 
 
３．研究の方法 
 
(1) については、近赤外検出器「IRCS」への
偏光素子の導入を行なう。また、可視光検出
器「FOCAS」のクロック制御を行なう。(2)に
ついては、MAXIの運用とデータ解析を行ない、
マグネターのパルス波形、パルス周期のモニ
ター、多波長での強度相関モニターを行なう。 
 
４．研究成果 
 
突発的な変動をするマグネターをＸ線の波
長域でモニターすることは、放射機構の解明
に極めて重要である。私は、マグネターをこ
れまでにない感度で常時モニターすること
が期待されていた、全天Ｘ線監視装置「MAXI」
の開発に携わってきた。MAXI は、2009 年７
月にスペースシャトルにて打ち上げられ、８
月から運用を開始した。観測当初、ＭＡＸＩ
の位置分解能はカメラのアライメントのず
れのために目標性能が達成できなかった。そ
こで、ＭＡＸＩの位置分解能を向上させるた
めのアライメント較正を東工大の杉森氏と
共に行ない、較正前は約一度あった位置の系
統誤差を 0.2度以下に抑えることに成功した。
これにより、ＭＡＸＩが発見した新天体を他
の衛星で観測することが可能になり、MAXIの
名を冠する新天体の発見に結びついた。現在
ま で に 、 4 天 体 (MAXI J0556-332, MAXI 
J1409-619, MAXI J1543-564, MAXI 
J1659-152) が発見されている。また突発天
体や変動天体を検出し、位置決めを行ない、、
多くの速報を世界に発信した。具体的には、
Astronomer’s Telegram (ATEL) が６２件、
Gamma-ray Coordinate Network (GCN)が 17

件である。この中で特に突発天体の位置を決
定するプログラムを開発した。 
 
また、2010年９月にカニ星雲が全く予想外の
ガンマ線フレアを起こした。これと同時期の
MAXIの観測データを解析し、パルス成分に変
動がないことを示した。これは、ガンマ線フ
レアの原因が Pulsar wind nebula であると
いう説を支持する結果である。また、このこ
とは、過去に遡って解析ができるという、Ｍ
ＡＸＩの特長を生かした研究である。 
一方、この研究によりマグネターのパルス観
測に必要な解析ツールを整えることができ
た。 
 
マグネターの可視赤外観測に向けた研究も
行なった。位相分割測光の試験と、赤外偏光
素子の評価を行ない、インストールに向けた
準備を行なった。 
また、すばる望遠鏡の FOCASを用いた、マグ
ネターの可視光偏光観測にも成功している。 
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